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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成30年3月8日(2018.3.8)

【公開番号】特開2016-139045(P2016-139045A)
【公開日】平成28年8月4日(2016.8.4)
【年通号数】公開・登録公報2016-046
【出願番号】特願2015-14558(P2015-14558)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ  21/00     (2006.01)
   Ｇ０１Ｖ   1/00     (2006.01)
   Ｇ０１Ｖ   3/08     (2006.01)
   Ｇ０１Ｖ   8/10     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ  29/38     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ  29/00     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ  29/42     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ   21/00     ３９８　
   Ｇ０１Ｖ    1/00     　　　Ａ
   Ｇ０１Ｖ    3/08     　　　Ｄ
   Ｇ０１Ｖ    9/04     　　　Ｓ
   Ｂ４１Ｊ   29/38     　　　Ｚ
   Ｂ４１Ｊ   29/38     　　　Ｄ
   Ｂ４１Ｊ   29/00     　　　Ｚ
   Ｂ４１Ｊ   29/42     　　　Ｆ
   Ｈ０４Ｎ    1/00     　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成30年1月25日(2018.1.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明の一様態は、画像形成装置であって、
　超音波を出力すると共に、該出力した超音波の反射波を受信する超音波センサと、
　前記画像形成装置を第１の電力状態から該第１の電力状態よりも消費電力が高い第２の
電力状態に移行させるためのユーザ操作を受ける復帰ボタンと、
　前記復帰ボタンに隣接して配置される発光体と、
　前記超音波センサから出力された前記反射波に対応する信号の振幅と、第１の閾値と、
の比較結果に基づいて前記発光体の発光状態を切り替え、前記信号の振幅と前記第１の閾
値より大きな第２の閾値と、の比較結果に基づいて前記画像形成装置を、前記第１の電力
状態から前記第２の電力状態に移行させるコントローラと
　を備えることを特徴とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００１６】
　図１に示す如く、超音波センサ１５は、扇形の検知エリアＡ１を有し、該検知エリアＡ
１内に人が存在する場合に該人を検知することができる。なお、この超音波センサ１５は
、机の上に置かれたコンピュータなどの障害物の影響を受けずに人を検知するために、パ
ルス波の出力方向が上方になるように配置しても良い。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５７】
　超音波センサ１５が検知可能な領域で物体を検知した場合、信号Ｑ１の論理がＨｉレベ
ルに変化する。電源制御部３０４は、信号Ｑ１の論理がＨｉレベルになると、信号Ｃ、Ｄ
、Ｅ、Ｆ、Ｈ、Ｉを制御して、スイッチ５１２～５１６、５１８、５１９をオン状態にす
る。その際、マイコン２０３は、信号Ｇを論理がＬｏｗレベルで出力する。信号Ｇは、ス
イッチ５１７をオン状態若しくはオフ状態に切り替えるための信号であり、信号Ｇの論理
がＬｏｗレベルの場合、該信号Ｇは、スイッチ５１７をオフ状態に切り替えるための信号
となる。然るに、超音波センサ１５が検知可能な領域で物体を検知した場合、バックライ
ト２０７に通電されない状態で省電力状態ＳＴ４から復帰を行うことになる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５８】
　また、信号Ｑ１の論理がＨｉレベルになると、電源制御部３０４は、信号Ｙ、Ｘの論理
をＨｉレベルにする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６２】
　また、超音波センサ１５が画像形成装置１００の近距離で物体を検知した場合、信号Ｑ
２の論理がＨｉレベルに変化する。電源制御部３０４は、信号Ｑ２の論理がＨｉレベルに
なると、マイコン２０３にその旨を通知し、マイコン２０３は、信号Ｇを論理がＨｉレベ
ルで出力するので、バックライト２０７に通電がなされ、バックライト２０７が点灯する
。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０３】
　＜ステップＳ１０４ｃ＞
　超音波センサ１５が画像形成装置１００の近距離で物体を検知した場合、信号Ｑ２の論
理がＨｉレベルに変化するので、電源制御部３０４は、信号Ｑ２の論理がＨｉレベルにな
ると、マイコン２０３にその旨を通知する。マイコン２０３は、信号Ｑ２の論理がＨｉレ
ベルになったか否か、すなわち、超音波センサ１５が近距離で人を検出しているか否かを
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判断する。この判断の結果、超音波センサ１５が近距離で人を検出している場合には、処
理はステップＳ１０８に進み、超音波センサ１５が近距離で人を検出していない場合には
、処理はステップＳ１０５に進む。
【手続補正７】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像形成装置であって、
　超音波を出力すると共に、該出力した超音波の反射波を受信する超音波センサと、
　前記画像形成装置を第１の電力状態から該第１の電力状態よりも消費電力が高い第２の
電力状態に移行させるためのユーザ操作を受ける復帰ボタンと、
　前記復帰ボタンに隣接して配置される発光体と、
　前記超音波センサから出力された前記反射波に対応する信号の振幅と、第１の閾値と、
の比較結果に基づいて前記発光体の発光状態を切り替え、前記信号の振幅と前記第１の閾
値より大きな第２の閾値と、の比較結果に基づいて前記画像形成装置を、前記第１の電力
状態から前記第２の電力状態に移行させるコントローラと
　を備えることを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記コントローラは、前記信号の振幅が前記第１の閾値よりも大きいことに基づいて、
前記発光体を点滅させる、ことを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記復帰ボタンは、前記画像形成装置を前記第２の電力状態から前記第１の電力状態に
移行させるためのユーザ操作を受けることを特徴とする請求項１又は２に記載の画像形成
装置。
【請求項４】
　前記コントローラは、前記第１の閾値及び前記第２の閾値を、前記超音波センサから出
力された前記信号の振幅と比較するための閾値として設定することを特徴とする請求項１
乃至３の何れか１項に記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記画像形成装置は、プリント機能、コピー機能、及びスキャン機能の少なくとも１つ
を含むことを特徴とする請求項１乃至４の何れか１項に記載の画像形成装置。
【請求項６】
　超音波を出力すると共に、該出力した超音波の反射波を受信する超音波センサと、
　画像形成装置を第１の電力状態から該第１の電力状態よりも消費電力が高い第２の電力
状態に移行させるためのユーザ操作を受ける復帰ボタンと、
　前記復帰ボタンに隣接して配置される発光体と、
　を有する前記画像形成装置の制御方法であって、
　前記超音波センサから出力された前記反射波に対応する信号の振幅と、第１の閾値と、
の比較結果に基づいて前記発光体の発光状態を切り替え、前記信号の振幅と前記第１の閾
値より大きな第２の閾値と、の比較結果に基づいて前記画像形成装置を、前記第１の電力
状態から前記第２の電力状態に移行させることを特徴とする画像形成装置の制御方法。
【請求項７】
　画像形成装置であって、
　超音波を出力すると共に、該出力した超音波の反射波を受信する超音波センサと、
　認証情報が格納されているカードを読み取るカードリーダと、
　前記カードリーダに隣接して配置される発光体と、
　前記超音波センサから出力された前記反射波に対応する信号の振幅と、第１の閾値と、
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の比較結果に基づいて前記発光体の発光状態を切り替え、前記信号の振幅と、前記第１の
閾値より大きな第２の閾値と、の比較結果に基づいて、前記画像形成装置を第１の電力状
態から該第１の電力状態よりも消費電力が高い第２の電力状態に移行させるコントローラ
と
　を備えることを特徴とする画像形成装置。
【請求項８】
　前記コントローラは、前記信号の振幅が前記第１の閾値よりも大きいことに基づいて、
前記発光体を点滅させることを特徴とする請求項７に記載の画像形成装置。
【請求項９】
　前記画像形成装置は、プリント機能、コピー機能、及びスキャン機能の少なくとも１つ
を含むことを特徴とする請求項７又は８に記載の画像形成装置。
【請求項１０】
　超音波を出力すると共に、該出力した超音波の反射波を受信する超音波センサと、
　認証情報が格納されているカードを読み取るカードリーダと、
　前記カードリーダに隣接して配置される発光体と、
　を有する画像形成装置の制御方法であって、
　前記超音波センサから出力された前記反射波に対応する信号の振幅と、第１の閾値と、
の比較結果に基づいて前記発光体の発光状態を切り替え、前記信号の振幅と、前記第１の
閾値より大きな第２の閾値と、の比較結果に基づいて、前記画像形成装置を第１の電力状
態から該第１の電力状態よりも消費電力が高い第２の電力状態に移行させることを特徴と
する画像形成装置の制御方法。
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